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【課題の概要】 
本研究は、流れの制御に機械学習を用いることにより、新

たな流れの制御手法構築の方法論を提案するものである。具

体的には、畳込みニューラルネットワークに基づくオートエ

ンコーダを流れ場の非線形低次元モード抽出のための中核技

術として用い、低次元化されたシステムに対して時系列を扱

う機械学習技術を適用することにより制御則を構築する。こ

れにより効果的な機械学習に基づく非線形なモデルベース制

御手法を確立し、直接数値シミュレーション(DNS)データに

よる制御効果の検証を行うとともに実験的実証を行う。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
機械学習技術を流れの制御に適用することにより、従来の

線形理論に基づく制御手法の限界を超える効率的な非線形な

モデルベース制御手法構築の方法論の確立が期待される。ま

た、提案される流れ制御の方法論は、複雑流れの DNS データ

を用いた検証により、流れの物理的理解の深化を促進するこ

とも期待される。 
構築した流れの制御手法の実問題への適用へ向け、センサ

を用いないプレデターミンド制御や形状最適化等によるパッ

シブ制御の手法が提案でき、それら知見に基づく産業機器設

計の高度化に貢献することが期待される。 

 


